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ＩＴコーディネータ協会とＩＴＣ 
2012年3月末現在 

Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2012 

ITコーディネータ協会は、 ITコーディネータの育成・認定・普及・啓蒙等を

通じて、企業や団体の経済活動における戦略的な情報化投資の浸透と、
それにもとづく国際競争力の維持、ひいては活力ある経済社会の発展な
ど、広く公益の増進に寄与することを目的として活動しています。 

東京海上ホールディングス株式会社 
富士通株式会社 
日本電気株式会社 
株式会社日立製作所 
日本アイ・ビー・エム株式会社 
ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社 
株式会社エヌ・ティ・ティ エムイー 
株式会社ＮＴＴデータ 
株式会社野村総合研究所 
株式会社日本総合研究所 
新日鉄ソリューションズ株式会社 
ＩＴホールディングス株式会社 

日本商工会議所 
全国商工会連合会 
全国中小企業団体中央会 
日本公認会計士協会 
日本税理士会連合会 
社団法人中小企業診断協会 
株式会社商工組合中央金庫 
一般社団法人情報サービス産業 
一般社団法人全国地域情報産業団体連合会 
社団法人コンピュータソフトウェア協会 

主な副会長団体 

主な理事会社 

(1)情報化投資に関する普及・啓蒙事業 
(2) ＩＴコーディネータの育成事業 
(3) ＩＴコーディネータの資格認定事業 
(4)情報化投資に関する研究開発事業 
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国の施策との連携 
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ＩＴＳＳＰ事業 

ＩＴ経営応援隊事業 

 経営者研修会 

 経営百選 

 ＩＴ経営力大賞 

地域イノベーションパート
ナーシップ事業 

中小企業支援コーディ
ネータ事業 

農商工連携 



ＩＴ経営研究所とは 
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≪ＩＴ経営・中小企業にフォーカス≫ 

１．ＩＴ経営/ＩＴＣ価値の訴求 

２．中小企業関連情報の調査・研究 

３．ＩＴＣソリューション・ビジネスモデルの研究 

４．ＩＴ経営クラウド関連情報の調査・研究・発信 

５．国への政策提言 

＜客員研究員＞ 

  松島 桂樹氏 （武蔵大学経済学部教授） 
  岡田 浩一氏 （明治大学経営学部教授） 
  伊嶋 謙二氏 （株式会社ノークリサーチ 代表取締役社長） 



ＩＴコーディネータの現況について 
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ＩＴＣ資格認定者推移 
2012年3月末現在 

ＩＴＣ資格取得者（累計）は9,893人、資格保有（資格維持できている）者は6,337人となっています。 

年齢的には40歳代が40.9%と最も多く、地域的には関東圏で61.3%を占めています。 

Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2012 

人数 構成比

６０歳以上 855 13.5%

５０歳代 1,904 30.0%

４０歳代 2,589 40.9%

３０歳代 956 15.1%

２０歳代 33 0.5%

合計 6,337 100.0%
地域別 人数 構成比
北海道 121 1.9%
東北 144 2.3%
関東 3,882 61.3%
中部 574 9.1%
近畿 817 12.9%
中国 246 3.9%
四国 122 1.9%
九州・沖縄 431 6.8%
合計 6,337 100.0%
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ＩＴＣの所属属性と企業内での職種 

ＩＴＣの所属属性 

企業内ＩＴＣの職種 

2011年度資格更新対象者（5,545名）の調査 

N=5,545 

N=4,344 

ＩＴＣを業として、独立して活動している資格者を独立系ＩＴＣと呼
び、企業に勤務している者を企業内ＩＴＣと呼んでいます。 

独立系ＩＴＣと、企業内ＩＴＣの比率は1：3で、大きな変化は見られ
ません。企業内ＩＴＣは、営業職のＩＴＣが増える傾向にあります。 

経営者、役員 

6% 

経営企画部門 
4% 

総務・人事・ 

経理財務等 

管理部門 
3% 

技術開発部門 

3% 

営業・販売・

マーケッティン

グ部門 
27% 

情報システム部

門 
8% 

SE（システム 

エンジニア） 
28% 

コンサルタント 
12% 

事務職 
1% 

現業部門 

（製造、 

輸送等） 
0% 

その他部門 
6% 

答えられない 
1% 
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企業別ＩＴコーディネータ数 
個人の申告に基づき、協会に登録のある勤務先名称を名寄せした資料です。 

2012年3月末現在、資格保有者 6,337人 

        上位  70社 2,662人 (42.0%) 
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北海道 
6(3) 

青森 1(1) 

岩手 1(1) 秋田 1(0) 

宮城 2(2) 山形 2(1) 

福島 1(1) 新潟 
1(1) 

長野 
1(1) 

山梨 
1(1) 

静岡 
1(1) 

茨城 
1(1) 

千葉 
6(5) 

栃木 
1(1) 

群馬 
1(1) 

埼玉 
4(3) 

東京 
92（33) 

神奈川 
13(7) 愛知 

10(6) 

三重 
1(1) 

岐阜 
1(1) 

富山 
1(1) 

石川 
3(2) 

福井 
1(1) 

滋賀 
1(1) 

京都 
4(4) 

奈良 
1(0) 

和歌山 
1(1) 

大阪 
22(1
2) 

兵庫 
5(2) 

鳥取 
1(1) 

島根 
1(0) 

山口 
1(1) 

広島 
13(3) 

岡山 
2(2) 

香川 2(2) 

徳島 1(0) 

高知 1(1) 

愛媛 
2(2) 

長崎 
2(1) 

佐賀 
2(2) 

福岡 
3(2) 

大分 
2(1) 

宮崎 
2(1) 

鹿児島 
2(1) 

熊本 
1(0) 

沖縄 
2(1) 

県名 組織数 
  (ビジネス志向) 

 

＊全 国 合 計 ： 227組 織 
（ビジネス志向：118勉強志向：109） 
  ・ＮＰＯ：   40 
  ・協同組合： 7 
  ・中間法人： 1 
  ・有限責任組合: 7 
  ・株式会社： 5 
  ・一般社団法人： 6 
  ・任意団体：  161 
              （2012.3.30現在） 

ＩＴＣは、地域や職域で全国で200超のコミュニティ活動を

行っており、相互に連携し合いながら、ＩＴＣの「知のネッ
トワーク」を構築しています。 

各コミュニティでは継続学習会の開催、経営者セミナー
の開催などのほか、地方自治体や地域企業へのＩＴ経営
の支援活動などのビジネスを活発に行っています。 

ＩＴコーディネータの「知のネットワーク」 
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ＩＴ経営とＩＴ経営プロセス 
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ＩＴ経営とは 
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ＩＴ経営とは、経営環境の変化に合わせた経営改革と、 

ＩＴサービス利活用により、 

企業の健全なる持続的成長を導く経営手法である。 
 

支援 

ＩＴコーディネータ 

企     業 

推進 

ＩＴ経営 
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ＩＴコーディネータの人財像 

ＩＴコーディネータ 

ＩＴ経営の実現 

経 営 

成熟度の向上 

推進・支援 

ＩＴサービス 

利活用 
Ｉ Ｔ 

ＩＴコーディネータは、経営者の立場に立って、経営とITを融合
し、真に経営に役立つＩＴサービス利活用の推進・支援を行
い、ＩＴ経営を実現するプロフェッショナルです。 

Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2012 
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ＩＴコーディネータの活動領域 
ＩＴを構築する立場ではなく、ＩＴサービスを利活用し、経営や業務の改革を支援します。 

持続的成長 ＩＴ経営の成熟度 変化への対応 

経営者、ＩＴＣの役割 判断のポイント 企業の価値 

Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2012 

経営戦略 
（策定） 

 IT戦略 
 策定 

IT資源 
調達 

 経営戦略 
（評価） 

IT 
 導入 

経営戦略 
（計画） 

 ITｻｰﾋﾞｽ 
活用 

持続的 
成長認識 

変革認識 是 正 認 識 

 IT戦略 
（評価） 

ＩＴサービス提供 （企画、要件定義、開発、運用、保守） 

ＩＴ経営への認識 

経営改革活動 

ＩＴ化活動 

経営戦略 
（準備） 

経営戦略 
（実行） 

ＩＴＣの 

業務対象 

一般的に、ＩＳ部門や 

ＩＴベンダーの活動領域 

ＩＴ経営プロセス 



ＩＴ経営プロセスモデル 
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ＩＴ経営プロセスを抽象化すると以下の構造なる。 

Ｉ
Ｔ
戦
略
策
定 

 
 

 
 

Ｉ
Ｔ
資
源
調
達 
 

 
 

 

Ｉ
Ｔ
導
入 

 
 

 
 

 
 

 

（ 

Ｉ
Ｔ
戦
略
評
価
）  

 
 

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
活
用/ 

 
 

経
営
戦
略
（
策
定
） 

変
革
認
識 

 
 

 
 

 
 

 
 

     是正認識 

持
続
的
成
長
認
識 

ＩＴ経営共通プロセス 

ＩＴ経営認識プロセス 

ＩＴ経営実現プロセス 

経営戦略（計画・準備・実行）/（評価） 

プロセス＆プロジェクトマネジメント 

モニタリング＆コントロール 

コミュニケーション 

ＩＴ化実行プロジェクト 

Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2012 



ＩＴ経営の成熟度 
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ＩＴ経営の成熟度とは、ＩＴ経営化の実現度合いを示す指標であり、ＩＴ環境、ＩＴ
経営ガバナンス、ＩＴ経営マインド、ＩＴサービス利活用の4視点から測られる。 

経営 

ヒト 

モノ 

カネ 

情報 

知 

環境 

ＩＴサービス利活用 

ＩＴ経営マインド 

ＩＴ環境 

ＩＴ経営ガバナンス 

（ＩＴによる情報価値のレベル） 
経営改革のためのＩＴサービス利活用レベル 
情報共有・活用のレベル 
情報価値によるビジネス領域の拡大レベル 

（ＩＴ経営による管理/プロセスのレベル） 
業務能力レベル 
ＩＴ投資効果評価の仕組みレベル 
内部統制、コンプライアンスのレベル 

（ＩＴ経営実現の意識レベル） 
ＩＴ経営の意識レベル（組織レベル） 
経営者（ＣＩＯ）のリーダーシップレベル 
ＩＴリテラシー（スキル）のレベル 

（ＩＴシステム環境のレベル） 
狭義のＩＴ化レベル 
ＩＴインフラのレベル 
ＩＴリスク、セキュリティ等の対応レベル 

ＩＴ経営の 
成熟度 



ＩＴＣプロセスガイドライン 
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企業がＩＴ経営を推進する際の基本的な考え方
を、多様な業種・業態、規模・成熟度の企業にも
適用可能な汎用的な形で、「基本原則」と「プロ
セス」として取りまとめたもの。 

 

従って当ガイドラインは、ＩＴＣがＩＴ経営を実現す
るプロフェッショナルとして活動する上での判断
基準（基本原則）と実行基準（プロセス）を示す
もの。 

フェーズ

タスク

他のプロセス
プロセスの階層

（フェーズ、アクティ
ビティ、タスク自体も
プロセスである）

プロセスの流れ

プロセスの集合

アクティビティ

フェーズ

タスク

他のプロセス
ＩＴ経営プロセスの階層

（フェーズ、アクティ
ビティ、タスク自体も
プロセスである）

プロセスの流れ

プロセスの集合

アクティビティ



変革認識フェーズ 是正認識フェーズ 持続的成長認識フェー
ズ 

3-3-1 課題案の抽出 

3-3-2 本質的な課題の理解 

3-3-3 仮説の設定と解決策の検討 

3-3-4 解決策の提案 

経営者の気づきリスト等 

3-2 ＩＴ経営の気づき 

3-2-2 気づき情報の集約 

3-3 課題/解決策の可視化 

3-4-1 ＩＴ経営推進の判断 

3-4-2 変革構想書の作成 

変革構想書 

3-4 変革に対するコミットメント 

3-1-2 気づき情報の共有 

3-1-1変革への気づきの 

重要性の認識 

3-1 変革のための企業体質の確立 

3-2-1 経営者・全従業員の気づき 

課題解決策リスト 

気づきリスト（新たな改善テーマ） 

3-2 是正の気づき 

3-2-1 新たな環境変化への気づき 

3-4-1 是正の判断 

3-4-2 是正アクションの実行 

変革構想書（改定版）／是正表明書 

3-4 是正に対するコミットメント 

3-3 課題/解決策の可視化 

3-1-2 気づき情報の共有 

3-3-1 課題案の抽出 

3-3-2 本質的な課題の理解 

3-3-3 仮説の設定と解決策の検討 

3-3-4 解決策の提案 

3-1-1是正の重要性の認識、変化
への気づきの重要性の再認識 

3-1 是正のための企業体質の確立 

3-2-2 新たな自社課題の気づき 

3-2-3 新たな改善テーマの気づき 

課題解決策リスト（是正） 

気づきリスト（新たな枠組みの洞察） 

3-2 持続的成長性の気づき 

3-2-2 将来に対する洞察 

3-2-1 経営ビジョン（ＩＴ経営推進）の評価 

3-4-1 持続的成長に向けた 
ＩＴ経営推進の判断 

3-4-2 次期変革の表明 

次期変革の表明 

3-4 持続的成長に対するコミットメント 

3-2-3 新たな枠組みの洞察 

3-3 課題/方向性の可視化 

3-1-2 気づき情報の共有 

3-3-1 課題案の検討 

3-3-2 本質的な課題の理解 

3-3-3 仮説の設定と解決策の検討 

3-1-1持続的成長への気づきの
重要性の認識 

3-1 持続的成長のための企業体質の確立 

事業の方向性（案） 

ＩＴ経営認識プロセスチャート 

Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2012 16 



ＩＴ経営実現プロセスチャート 

Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2012 17 

企業のあるべき姿
と経営課題

経営環境分析

経営戦略策定と展開

IT環境分析

IT戦略策定と展開

経
営
戦
略
フ
ェ
ー
ズ

Ｉ
Ｔ
戦
略
策
定
フ
ェ
ー
ズ

ＩＴ戦略企画書、
ＩＴ戦略実行計画書

業務プロセスとＩＴ環境の
あるべき姿

Ｉ
Ｔ
資
源
調
達
フ
ェ
ー
ズ

調達計画策定、
RFP発行

調達要件定義書、
提案評価基準

RFP/提案書

調達先との契約、
ＩＴ導入計画策定

ＩＴ導入計画書

経
営
戦
略
実
行
（プ
ロ
セ
ス
改
革
の
計
画
・
準
備
・実
行
）

内部環境情報
（経営の成熟度他）

外部環境情報
（顧客と市場特性他）

ＩＴ領域内部環境情報
（IT化の成熟度他）

ＩＴ領域外部環境情報
（IT動向、RFI回答他）

企業理念・使命
（経営者の思い）

経
営
戦
略
実
行

*1

各組織戦略実行計画書、

（ＩＴ領域戦略課題）

経営戦略企画書

*2

変革認識フェーズ

是
正
認
識
フ
ェ
ー
ズ

プ
ロ
セ
ス
＆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
＆
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

*1 白抜き表示部分の経営戦略実行は、従来からの経営戦略実行プロセスが存在することを示す。

*2 網掛け表示部分の経営戦略実行（プロセス改革の計画・準備・実行）は、ＩＴ領域戦略課題以外の課題解決のプロセスである。

成果物
アクティビティ

凡例

情報

Ｉ
Ｔ
導
入
フ
ェ
ー
ズ

是
正
認
識
フ
ェ
ー
ズ

プ
ロ
セ
ス
＆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
＆
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ＩＴ導入計画書

ＩＴ導入実行と管理

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
活
用
フ
ェ
ー
ズ

ＩＴ導入実行計画策定

ＩＴ導入
実行計画書

ITサービスレベル
評価報告書

ITサービス活用と管理

経営戦略達成度評価

経
営
戦
略
実
行
（プ
ロ
セ
ス
改
革
の
計
画
・
準
備
・実
行
）

経
営
戦
略
（評
価
）

完成したＩＴ環境、
業務・運用マニュアル

IT戦略達成度評価

経営戦略達成度
評価報告書

経
営
戦
略
フ
ェ
ー
ズ

IT戦略達成度
評価報告書

*2

持続的成長認識フェーズ



ＩＴコーディネータの実践力 

18 Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2012 



ＩＴＣ実践力ガイドライン 

Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2012 19 

ITＣが効果的にIT経営の推進・支援を行い、
顧客の期待に応えていくためには、IT経営に
関わる知識に加え、豊富な経験と業務を実践
できる能力が必要である。 
 
ITＣの人材像、役割、スキル、キャリア、評価
などITコーディネータにとって必要な実践力を
体系的にまとめたもの。 

スキル

実践知知識

キャリア

成果経験

ＩＴＣの実践力

～の能力が
ある

～の実績が
ある

～をうまく
やったことが

ある

～をやったこ
とがある

～ができる

～を知っている 専門知
（狭義のスキル）

行動知、意識知
（コンピタンス）

キャリアの蓄積が実践知を形成する

スキルを活かしてキャリアを積む

スキルは学習により形成される
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ＩＴＣのスキル体系(実践力体系 ＢＰＡ) 

Copyright 2010 IT Coordinators Association 

基礎知識 
業務知識、業界知識、経営、
IT動向、社会常識、全般的な
知識 

経営やＩＴに関する基本的な知識
（中小企業診断士やＩＴストラテジ
ストに求められる知識） 

人の行動から得られた成功体験や失
敗体験など行動知を蓄積することに
よって得られた知を意味する 

動態的な人の行動から経験した成功体験
や失敗体験などから得た知を意味する 

行動知、専門知、知識ではカバーできない、
人の精神や意識に関わる概念 

専門知識 

 

前提知識 

ＩＴ経営の考え方、基本原則、ＩＴ経営認
識プロセス、ＩＴ経営実現プロセス、ＩＴ経
営共通プロセス、ＩＴＣコンテンツの知識 

専門知 

専門知 行動知 

意識知 

実
践
知 

知
識 

BPA = Body of Practical Ability for ITC 

・世の中の多くの標準は知識体系（Body of Knowledge）であるが、
ＩＴＣは実践知を含む実践力（BPA）として定義している。 



国の共通ｷｬﾘｱ・ｽｷﾙﾌﾚｰﾑﾜｰｸとの比較 

ヒューマン系スキル 
（非技術的スキル） 

共通キャリア・スキルフレームワーク 

（ＣＣＳＦ） 

ＢＯＫの定義範囲 

ストラテジ 
系知識  

マネジメント 
系知識  

テクノロジ 
系知識 

 行動知 

 意識知 

 専門知 

専門知識 
（ストラテジ系、マネジメント系、テクノロジ系、パーソナル系） 

 基礎知識 
 （業界、政策、制度など） 

前提知識 
（セルフアセッサー、ＩＴストラテジストなどに求められる知識）  

ＢＰＡ 

ＣＢＫ 

新たに実践知 
として定義 

ＢＰＡでは技術的スキル、ヒューマン系スキルを新たに定義し実践力の内容を示した。 

技術的スキル 

Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2009 21 

パーソナル系知識 



ＩＴＣ実践力（スキル要素）の構成 

Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2009 22 

 区分 大項目 中項目 小項目 

実践知 
 

（ＩＴ経営実現の能力＝ 
いわゆる実践能力） 

意識知 
 

自己意識 自己実現、信念、情熱、夢、志、好奇心 

プロ意識 顧客志向、価値観、客観性、倫理観、グローバル志向、探究心 

資質、適性に合わせる意識 前向き、責任感、論理性、創造性、秩序性、多様性、柔軟性 

協創意識 協働性、対等性、協調性、指導性、共感、ホスピタリティ 

行動知 
 

人間関係を構築する能力 現場の立場・相手の立場理解力、経営者の立場理解力、人的ネットワーク構築力、対人識別力、傾聴力、自己ＰＲ
力 

分析評価する能力 環境観察力、情報収集力、知見整理力、現状評価力、ニーズ収集力、課題抽出力、仮説提案力、見積・計画力 

合意形成する能力 リーダーシップ力、プレゼンテーション力、ネゴシエーション力、ファシリテーション力、チームビルディング力、モチ
ベーション力、契約力 

プロセスを改善・改革する能力 ＳＰＤＬＩ実行力、ＰＤＣＡ実行力、ＰＤＳ実行力 

ＩＴＣコンテンツを活用する能力 事例活用力、ＩＴＣ手法・ツール活用力、ＩＴＣ知的資産活用力、レファレンス活用力、ＩＴＣ制度活用力、人的ネット
ワーク活用力 

専門知 ＩＴ経営の基本原則に関する能力 社会視点、顧客視点、戦略視点、成熟度視点、プロセス視点、客観視点、実現視点 

ＩＴ経営認識プロセスに関する能力 変革認識、是正認識、継続的成長認識 

ＩＴ経営実現プロセスに関する能力 経営戦略フェーズ、ＩＴ戦略策定フェーズ、ＩＴ資源調達フェーズ、ＩＴ導入フェーズ、ＩＴサービス活用フェーズ 

ＩＴ経営共通プロセスに関する能力 プロセス＆プロジェクトマネジメント、モニタリング＆コントロール、コミュニケーション 

ＩＴＣコンテンツの活用に関する能力 事例、ＩＴＣ手法・ツール、ＩＴＣ知的資産、レファレンス、ＩＴＣ制度、人的ネットワーク 

知識 
 

（ＩＴ経営実現に 
必要な知識） 

専門知識 
 

ＩＴ経営の基本原則の知識 社会視点、顧客視点、戦略視点、成熟度視点、プロセス視点、客観視点、実現視点 

ＩＴ経営認識プロセスの知識 変革認識、是正認識、継続的成長認識 

ＩＴ経営実現プロセスの知識 経営戦略フェーズ、ＩＴ戦略策定フェーズ、ＩＴ資源調達フェーズ、ＩＴ導入フェーズ、ＩＴサービス活用フェーズ 

ＩＴ経営共通プロセスの知識 プロセス＆プロジェクトマネジメント、モニタリング＆コントロール、コミュニケーション 

ＩＴＣコンテンツの活用知識 事例、ＩＴＣ手法・ツール、ＩＴＣ知的資産、レファレンス、ＩＴＣ制度、人的ネットワーク 

前提知識 レファレンスの知識 経営系とＩＴ系のレファレンスの知識 （例：JQA、SWOT、BSC、CMMI、EA、BABOK、REBOK、SLCP、SWEBOK、ITIL、
PMBOK、COSO、COBITなど） 

ＩＴ系の専門分野の知識 ＩＴＣに求められるＩＴ系の専門分野の知識 
（例： ＩＴストラテジストに求められる知識） 

経営系の専門分野の知識 ＩＴＣに求められる経営系の専門分野の知識 
（例： 経営品質協議会認定セルフアセッサーや中小企業診断士に求められる知識） 

基礎知識 ＩＴリテラシー ＩＴリテラシーに関する知識 （例： ＩＴパスポート試験に求められる知識） 

ビジネス知識 企業、組織、業種・業務、財務、法制度等に関する知識 

ビジネスマナー ビジネスマナーに関する知識 
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ＩＴコーディネータの専門性 
◆ＩＴＣの専門性は、ＩＴ経営プロセスの理解に加えて、経営環境変化の認識のもとで、経営者の思いを共有し、
企業の成熟度に合わせた対応を行うことによって発揮されます。これによって、企業は経営改革目標達成に向
けた、ＩＴ経営を実現することができます。 
◆ＩＴＣの特徴は、スペシャリストとしての限定した領域の深い専門性よりも、経営やＩＴの知見を活かし、ＩＴ経営
プロセス全体を俯瞰することができる幅の広さと総合性にあります。 
◆ＩＴＣは、このような専門性を生かして、ＩＴ経営認識プロセスやＩＴ経営実現プロセスの全て、あるいは一部に
関わらず、ＩＴ経営の実現を支援しています。 

ＩＴ経営プロセスの理解 

ＩＴコーディネータ 

ＩＴ戦略策定 ＩＴ資源調達 ＩＴ導入 
ＩＴサービス 

活用 
変革認識 経営戦略 

持続的 

成長認識 

是正認識 

ﾌﾟﾛｾｽ＆ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ／ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ&ｺﾝﾄﾛｰﾙ／ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

経営環境変化の認識 成熟度に合わせた対応 経営者の思いの共有 

（参考） 経営やＩＴのスペシャリスト 

経営コンサルタント ＩＴストラテジスト 

システム監査技術者 

プロジェクトマネージャ 

システム 

アーキテクト 

テクニカル 

スペシャリスト 

ＩＴサービス 

マネージャ 

経営コンサ
ルタント 

Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2012 



ＩＴコーディネータ以外の資格保有状況 （複数回答） 
企業内ITC 
N=4,344人 

独立系ITC 
N=1,283人 

全体 
N=5,627人 

公認会計士 26 50 76 

税理士 13 278 291 

中小企業診断士 352 368 720 

技術士（経営工学、情報工学、総合技術監理） 67 60 127 

ＩＳＯ９０００、１４０００審査員、経営品質協議会認定ｾﾙﾌｱｾｯｻｰ 236 176 412 

ＣＩＳＡ、公認システム監査人、ＩＳＭＳ審査員 379 171 550 

ＰＭＰ 808 73 881 

ＩＴストラテジスト 108 12 120 

システムアナリスト 390 64 454 

上級システムアドミニストレータ 212 45 257 

システム監査技術者 529 130 659 

プロジェクトマネージャ 520 47 567 

ＩＴサービスマネージャ 501 41 542 

情報セキュリティスペシャリスト 188 19 207 

社会保険労務士、行政書士、１級販売士、医業経営ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、証券アナリスト 87 185 272 

ＭＢＡ、ＭＯＴ 78 63 141 

資格保有 述べ人数 4,494 1,782 6,276 

資格保有 実人数 2,280 966 3,246 

資格保有 実人数率 52.5% 75.3% 57.7% 

一人当たり 保有他資格数 1.96 1.84 1.93 

2011年度資格更新対象者（5,545名）の調査 

24 

多彩なＩＴＣ（マルチ資格者） 

58％のＩＴＣは、他の経営系、ＩＴ系の専門資格を持ちながらＩＴＣ資格を取得しており、ＩＴ経営にＩＴＣ資格がフィット
することを裏付ける結果となっています。  マルチ資格も一人平均2つの資格保有であり、ＩＴＣ資格を含めると
一人平均3つ近い資格を保有していることになります。 

Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2012 
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ＩＴＣ人財の特徴 
「顧客の気持が分かる」、 「提案ができる」 、「一歩前に出る」 とはどのような人材でしょうか。 ＩＴＣになると、どう変わるのでしょうか。 

立場、職種 局面 これまで ＩＴＣなら 

営業 営業先 
ヒアリング 
提案の仕方 

情報システム部門に行く 
システム上の問題を聞こうとする 

難しい問題はコンサルやＳＥに提案
を書かせる 

業務部門の長に会いに行く 
業務上の問題を聞く 
自分で提案書を書く 

コンサルタント コンサルティング 相手が気づいていないことを見つけ、
斬新な提案をしようとする 

相手の気づいていないことを引き出し、
課題を整理する 

ＩＴストラテジスト 要件の確認 与えられた要件が何かを聞こうとす
る 

なぜその要件が出てきたかの経営課
題を聞く 

ＰＭ 仕事の進め方 ＱＣＴを守ろうとする ＰＭＯ機能を果たし、顧客とっての目的
を外さないようにする 

ＩＴサービスマネージャ 営業するとき 他社にない機能・非機能要件と、い
かに安いかを説明しようとする 
コストパフォーマンスで売る 

効果を示し、いかに経営に役立つか、
ＢＣＰ、内部統制など、ＩＴを経営の投資
として説明する 

ＳＥ パッケージのフィット＆
ギャップ分析 

現状業務に合うように、パッケージ
のカスタマイズをしようとする 

業務のあるべき姿を描いて、業務改
善・改革の支援を行なう 

ＣＥ メンテに行くとき 頼まれたことだけやって帰ってくる 
新製品の機能説明をする 

なぜこの機器が必要だったか、その業
務上の必要性を聞く 

新しいビジネスモデルやネットワーク活
用の事例を説明する 

中小ＩＴﾍﾞﾝﾀﾞｰの経営者 ﾕｰｻﾞｰ企業のトップと
面談のとき 

何でもやります、システムでお困りの
ことは何でしょうかと聞く 

これからどのような会社にしたいか、経
営課題を聞く 

大手ﾕｰｻﾞｰ企業のＩＳ部
門 

ＩＴ戦略企画 ＩＴ化に必要な課題を聞こうとする 

これまでの経験と、ベストプラクティ
スを調べながら考える 

経営に対して提言を行う 

経営の目的と現状分析から、戦略策定
に必要な手順を踏む 
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ＩＴＣ資格者のキャリアパスのみならず、資格者になるまでのキャリアパスを構築する。 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＴコーディネータ 

（ＩＴＣ） 

ＩＴ経営実現人財 

ＩＴＣアソシエイト群 

高度情報処理技
術者 

ＰＭＰなど 
 

 

              

公認会計士 

税理士 

中小企業診断士 

セルフアセッサー 

など 

 

            

供給市場 

（関連他資格の専門家） 
マーケットからの期待 

ＣＩＯ / ＩＴ経営参与 

ＩＴ経営の先導役 

ＩＴ経営の推進・支援 

ＩＴ経営の理解者 

業務改革推進者 

ＩＴ化推進リーダー 

ＩＴＣ予備軍 

ＩＴ経営の啓発/教育 

後進の指導 

ユーザー企業、自治体、ベンダー営業 

などの ＩＴ利活用人材 

新たな市場開拓 

専門領域での専門性発揮 

ＩＴ経営エキスパート群 

これからのＩＴＣ 



ITコーディネータはIT経営を実現する 
プロフェッショナルです 
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